
令和6年1月30日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：毎回意見交換を実施した。

３：年に２～３回教職員が出席した。

２：情報交換があまりできなかった。

１：意見交換も情報提供もなかった。

１：

Ｄ

4

〇１年生から、児童にタブレットの基
本操作を学ばせ、週１度の持ち帰り
を行い、ICT活用能力の向上を図っ
た。ICT活用研修は、学期ごとに複数
回実施し教員のさらなるスキルアップ
を進めている。今後は、児童の利用
率を高めるよう授業での活用機会を
増やしていく。

〇５・６年生では、教科担任制を導入
した。複数名の教員で児童を指導す
るため、効果的な見取りができた。ま
た、教員も１つの教科に集中して取り
組むため、各教科の専門性の向上に
も繋がった。

〇各学年、専科が研究授業を行うこ
とにより、「おおたの未来づくり」のカ
リキュラム開発を進めた。今後も、令
和７年度からの教科化に向け、地域
の会社や工場などと連携した経験を
生かして、地域人材との関わりを深
めた単元開発を実施する。

〇学校評価をはじめ、各種アンケート
も電子化を図り、PTAからの文書もス
クリレアプリにする等、紙文書からの
脱却を図りスリム化した。

Ａ 10

・公開授業で見た時の児童のタブレット使用は活発にできている。ま
た、廊下ですれ違う時の児童の挨拶も元気にしてもらっている。
学校全体・先生児童全員で継続し持続力をつけて行く。
・タブレットが1人一台持てるようになってから僅か3年で、期待される
ICT教育に学校全体で対応してきた成果を出していると感じます。けれ
ど来年度から「スクールタクト」が使えなくなることに落胆していると聞き
ました。本当に残念です。
「おおたの未来づくり」の先駆者として、地域や関係機関と会話を重ね
ながら授業研究している先生方。その姿こそが子どもたちの生きる力
のお手本になっていることと感謝します。
・先生方の熱心なお考えのもと、子どもたちの成長の為、また未来に生
きていくためにと取り組まれていると思います。教科担任制は先生方の
向上にとても結びついているものと思います。ICT活用の研修会で学ば
れた事を実践され色々な成果を出されていて子どもたちの学びがどん
どん広がっていると感じています。
また、この地域の事を本当に大切に思い理解しようという姿勢が素晴ら
しいと思います。
・今後もさらに進め、良い効果を期待する。
・アンケート等の電子化についてですが、スクリレアプリの利用により、
発信する側も経費削減やタイパ改善に繋がりました。
・校長先生、副校長先生を中心に教員がきめ細やかな取り組みをして
いるといつも感じる。また地域の協力は必要不可欠である。様々な業
種が集まる蒲田法人会に呼び掛ければ道塚だけでなく大田区内の小
学校において新たなつながりが生まれるのではないか。
・教科担任制では指導内容や指導方法が公平になるので、今後も教科
の枠を広げてほしい。
・PTAからはスクリレの有効活用、限りなくペーパーレスにしていくこと
が課題
・音楽、図画工作、体育の授業でも、タブレット端末を活用した授業の
更なる推進を図っていただきたい。
・スクリレは、登録して下さる方も増えてはいるが、手紙の内容を見てい
ない方も多い。４月から再度登録、機種変更などの引継ぎがまだまだ
浸透していないことが課題ではあります。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：

Ｂ 2

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

　4 :保護者アンケートによ
る「お子さんは楽しく学校

で過ごしている」という項目
が８０%以上

３；保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が７５％以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が６０％以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が６０％未満

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

4

〇いじめ防止基本方針に基づき、い
じめに関する事案及び生活指導に関
する事案については、当該学年だけ
でなく管理職、生活指導主幹が解決
に対応している。また、サポートルー
ム教員やスクールカウンセラーとも連
携し、早期解決に努めている。問題
行動が生じたときや不登校問題にか
かわる児童対応が必要なときは、関
係機関を交えたケース会議を行い、
事案の解決に向けて協議した。

〇毎週金曜日に生活指導に関する
会議を設け、各学年で抱える問題を
共有している。

〇火・水曜日には、スクールカウンセ
ラーが来校し、管理職及び教職員と
情報共有をし、適宜保護者への連絡
を行っている。２～６年生の全児童と
グループ面談を行い、実態の把握を
行った。

4

4

4

〇学校公開は、通常の参観形式と
し、年間３回実施した。回答のあった
保護者からは、「わかりやすい授業」
について肯定的な評価を得ている。

〇区主催の研究発表会に参加し、各
校の研究の成果や課題について情
報を共有し、教職員の学びの機会を
確保した。

〇特別支援教育コーディネーターが
中心となり、学級担任とサポートルー
ム教員で定期的に校内委員会を開
き、児童への支援の在り方を話し
合った。

〇木曜日のOJTの時間を使って、各
教科や特別支援教育の研修を随時
行い、授業力及び教員一人一人の学
級経営力の向上を図っている。

３：

２：

１：

3

4

4

4

4

4

１：

・表層的ないじめ問題はみられない。先生方や保護者・地域
のたゆまない努力のおかげだと思う。ただ、多様化複雑化し
ており継続して個々に対応していく必要がある一方、学校・担
任の負担を軽減していく必要もある。
・いじめや不登校は社会課題が背景にあるのに最前線にいる
のは未だ先生。加えて社会は不登校をネガティブに問題視す
るのでかえって本人、家族、先生を苦しめていると思います。
前回の会議の熟議のタイトルを不登校としたように、学校が校
内のことをタブー化せずに地域にも熟議を求めていくことが良
いと思います。
・いじめや不登校に関する事は、本当に目に見えない事が多く
大変に難しい事と思っております。子どもたちの気持ちや保護
者の気持ちなど解決策が見つからず迷われる事の方が多い
のでは…。ですが、皆様で共有して早期から取り組まれてい
る事で、子どもたちも安心して学校生活を送っているのではな
いかと思います。自分も教育に関わる者として、信頼関係の
構築が何よりなのではないかと改めて思いました。
・今後も、ひとりのケースを大切に取り組んでほしい。
・いじめに関しては、目に見えにくいいじめをどこまで把握でき
るかという課題もあると思います。児童間、保護者間で行われ
るネットでのやり取りを学校で把握することは難しく、いじめを
発見したとしても、解決も容易いことではないと考えます。ま
た、年齢が低いほど、保護者同士の関係が子どもたちの関係
にも大きく影響を与えると思うので、学校だけではなく、家庭で
の取り組みも必要だと思います。
・デリケートな問題にも丁寧に取り組んでいると思う。情報共
有がなされていることが大きい。引き続きお願いします。
・引き続き、教職員、サポートルーム教員、スクールカウンセ
ラーが連携して、生活指導の充実を図っていただきたい。

・中休みなど子どもたちの元気な声が響きわたってる。体育授業など元
気に行っている。ただ、今の子ども達は忙しく・時間が少なことが多々
ある。体力向上には、運動時間が必要であり家庭・保護者と連携・意識
して対応していく必要がある。
・道塚小の「早寝、早起き、朝ごはん」の動画が素晴らしく、子どもたち
はその歌が大好きなようで元気に楽しく歌っている姿を見ました。学校
が毎日の「良い習慣」を指導してくださっているのを実感しました。
・基本的生活習慣の徹底は小さな頃から本当に大切だと思っておりま
す。早寝早起きや食育指導まで…。幅広いご指導、本当にありがとうご
ざいます。外遊びや、RUN RUNタイムも大切な体力向上の取り組みで
すね。
・今後も続けてほしい。
・運動に関していえば、寒い中でもたくさんの児童が公園で遊んでいる
姿をよく目にします。運動が脳に良い影響を与えることが最近の科学で
明らかになってきています。運動は精神的にも良い(こころの病も改善
する)そうなので、続いていくとよいと思います。
・体力の弱さが精神面の弱さに繋がるため体力づくりは是非強化を続
けてほしい。コロナ禍においてゲーム時間が増え外遊びから更に遠くな
り、小学生が遊ぶ姿を公園などでも見なくなった。
・体力は学力にも繋がると思います。保護者の協力も欲しいですね。
・引き続き、教職員、サポートルーム教員、スクールカウンセラーが連
携して、生活指導の充実を図っていただきたい。
・長縄をやることを楽しみにしていました。今年度もあると嬉しいです。

・公開授業や運動会などのイベントにおいて保護者・地域の参加は活発であ
る。子ども達も授業で活発にしており、先生方の努力によるものが大きい。た
だ、学校・担任の負担がこれ以上大きくならないよう保護者・家庭との分担（連
携）をある程度考慮していく必要があると思う。
・学校公開や、行事の度に子どもたちが見せてくれる姿やパフォーマンスに感
動します。先生方の指導力とその向上に向けての努力をひしひしと感じます。
・わかりやすい授業について、保護者の方から肯定的な評価を得ている事は先
生方の思いも伝わり、とても良い事ですよね。
また、特別支援にもお力を入れて取り組まれていて保護者の方も安心かと思い
ます。支援を必要とされる子どもは今後も多くなると思いますので、是非、より
一層充実をと願います。
・お世話様です。
・学びという観点からは、「個別最適な学び」が必要不可欠とされていますが、
その実践には先生方も研鑽を積んでいかなければならず、大変なことだと思い
ます。しかし、質の高い教育に取り組むことが、誰一人取り残されない学びにも
繋がるような気がします。
・学校公開においてグループごとに意見交換をし他人の意見を理解しつつひと
つの結論に達する様子が印象的。また学級運営を行う担任教員にかかる負担
が大きいと感じている。とはいえ、補助教員をどのクラスにも配備することは非
現実的。例え配備できたとしても人が介在すれば管理・統括することとなり負担
は増すと予想される。抜本的な改善には時間と人材が必要である。
・先生方の指導は、とても勉強されている事がわかります。
・研究・研修等を通して専門性の向上を図るとともに、それぞれの職層に応じた
役割を果たし、校内の組織力をさらに高めていただきたい。
・学校公開が通常化したことにより、子供の様子がよく分かるようになった。カム
カム新蒲田など、地域との取り組みの引継ぎには、学校公開では見られない新
たな一面を見ることができ、とても良かった。もっと保護者の方の理解が深ま
り、スクサポ、チーム道塚へ協力してくれる方が増えることを期待したい。

4

4

・公開授業で見る限り、児童たちの学習意欲は高いと思われる。
総合や応用的な学習に向け、個人の能力に応じる必要はあるが、算数
や国語においてドリルなど、基礎の基礎的なものをしっかり身につける
ことは大事だと思う。
・昨年度の1年生の公開授業を拝見した時に、入学時にすでに資質、能
力に個性、格差があると感じ、その指導の難しさを感じました。ところが
先日、その学年の今年度の授業を拝見してみるとその子たちなりの成
長がしっかりわかり嬉しく思いました。
・自学教室を実施され、子どもたちに学びの扉は常に開かれている取り
組みは、学力向上にむけても素晴らしいと思います。何事も基本から
大切ということですよね。読書活動につきましては、是非より一層の充
実を…と思います。
・読書の機会をさらに進め、1～3年生の基礎学力を充実したい。
・読書に関してですが、読書は国語力だけでなく、他の教科にも影響す
るというデータがあるように、読書をする児童が増えているということ
は、今後の学習効果向上に期待がもてるのではないでしょうか。
・成果がやや低い評価となり残念ではあるが、積み上げの学習を地道
に取り組むしか方法はないと思う。やはりコロナ禍で混乱しロストした時
間がじわりと出ていると感じる。限られた授業時間では限界はあるが振
り返り学習と合わせて現在の学習につなげ強化してほしい。
活字もあり友情や勇気など道徳心を養う漫画に絞り図書室に加えてほ
しい。
・活字離れが進むなかで、機会をつくり成果が出ている。
・基礎基本の習得課題を正しく把握し、どこでつまづいているのかを分
析した上で、具体的な対策を講じる必要があるのではないか。
・家庭内での読書や自主学習は、とても難しいので、学校で推進してい
ただけるのはとても助かります。

〇児童が自ら課題について学習する
自学教室を火曜日と土曜日の放課後
年間３６回、実施している。参加する
児童の学力について、地域人材を活
用して伸ばす体制を昨年から構築し
て進めている。

〇学習効果測定の結果から、１～３
年時の学習の基礎基本の習得に課
題が残る。基礎的な学習内容の習得
を繰り返し行い、今後も定着を図って
いく。

〇１０月の読書の調査では、区の読
書活動推進計画の目標である１０冊
を上回る１２冊を記録した。１カ月間
本を読まない不読者は０であった。ま
た、３年間の「家読」記録を１冊にまと
め、個々の読記録を綴っている。今
後も読書活動の一層の充実を図って
いく。
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3

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

児童・生徒と面談し、一人ひとりの学習の
つまずきや学習方法について、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

コミュニティスクール連絡協議会を学期に２
回、年間で６回実施し、地域に開かれた学
校教育を実践する。

4

4

２：

１：

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇コミュニティースクール校として、地
域の各会の代表に出席していただ
き、年間６回の協議会を実施してい
る。今年度は、卒業生をゲストに招
き、現役の世代からの意見を聞き、こ
れからのCSの取り組みに必要な意
見交換を行うことができた。

〇毎月１回学校支援地域本部との会
合を設けた。また、各学年担任との
打ち合わせの時間を設定し、日々の
学校教育への支援体制を確立し、保
護者や地域との連携を図った。

〇学校だより、学年だよりを毎月25日
に発行した。週１回学校運営協議会
のメンバーの方が来校し、HP掲載の
作業に従事していただき、円滑な情
報発信に繋がっている。

・地域の協力は継続しており、PTA・地域協働支援本部の活動、協力は大きい。一方、PTA活
動がボランティアであり保護者全員で行われていないことを含め、保護者・家庭に届け（浸透）
て行く必要があると思う。（ ボランティアの定義は「仕事、学業とは別に地域や社会のために時
間や労力、知識、技能などを提供する活動」であり、子どもが通っている学校に協力するのはボ
ランティアではないです）
・地域や区の施設のイベントに学年ごとに積極的に参加し、協力してその成功を導くまでの力を
発揮していました。ご指導頂いている先生方に感謝致します。ただ、地域の行事は休日が多く、
その度の先生方の付き添いや、参加が必要になることに課題があるとも思います。
協議会ではその度に情報共有の機会を頂き、地域で何が出来るのかを自分でも普段から考え
るようになりました。昨年に続き民生児童委員は担任の先生方と具体的な課題を共有できたこ
とで、見守り活動など、手応えを感じることが出来ました。学校支援地域本部の情報も含む道塚
小のHPは内容も豊富で更新も早いので、学校に対して安心感と連帯感を持てるための大きな
ツールになっていると思います。
・校長先生をリーダーに、協議会でも活発な意見が出て、先生方とも話し合いができ有意義な
時間となったと思います。子どもたちの為に何が出来るのかを、今何が必要かなど具体的に考
えさせて頂いた貴重な会でした。地域(卒園生も多くお世話になっている園)としての関わりをもっ
と積極的に持てたらよかったと思いました。一年間、ありがとうございました。
・今年度は昨年に比べ全てのプランに於いて向上が見られたと思います。
・気がついたことがあれば、協議の上積極的に実施し、さらに良いものにするように努めたい。
・今年度はスクールサポートとしても更なる改革に向けて取り組んだ活動をしています。学校・
地域との連携を図ったことで見えてきた課題・問題点を改善し、来年度はさらに発展した活動が
できるよう取り組みたいと思います。
・専科の授業に地域の協力を仰ぎつなげることができた事例は理想的。
ただし地域がどんなにサポートをしても家庭のあり方や親としての責任は昔も今も変わらないと
思う。少数だとは思うが子どもを尊重するあまり重大な判断も子ども任せにする傾向や学校や
政府の援助に依存傾向の考え方も見える。現在、ゆとり世代が社会の担い手になっているが
自己主張が強く社内での調和を乱す存在と聞くことがある。やがて社会に出る彼らの将来を深
く考えるとコミュニケーションをどれだけ多くとれるかが重要な鍵になると思う。
・共働き家庭が増える中、地域と学校の繋がりが強く良い。保護者のみなさまに興味を持っても
らい、参加してもらう仕組みづくりをPTAからもっと発信していきたい。
・学校の情報や、先生方と直接話をする機会があり、とても充実した会議です。
・本校を卒業した高校生や大学生の若い世代の意見等を積極的に取り入れる仕組みを整え
て、今の時代に合った学校教育の更なる推進を図っていただきたい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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1

学校運営連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

8

4

令和５年度　大田区立道塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇学級数　１８　学級　児童数　５29名（令和5年５月現在）
〇令和４年度全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会・東京大会で大会主題「新たな価値の創造～深い学びの実現を目指して～」の会場校として実践発表を行った。
〇令和２・３年度大田区教育委員会教育研究推進校として、「未来ものづくり科」のためのカリキュラム開発に取り組む。令和４年度からは、大田区教育委員会独自教科新設に向けた研究実践校として「おおたの未来づくり」に向けてのカリキュラム開発に取り組んでいる。
〇コミュニティスクールとして、学校運営協議会を中心として、地域と協働した学校教育を実践する。

４：保護者アンケートによる
「お子さんが友達と良い関
係を築いている」という項

目が８０％以上

３：保護者アンケートによる
「お子さんが友達と良い関
係を築いている」という項

目が７５%以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんが友達と良い関
係を築いている」という項

目が６０%以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんが友達と良い関
係を築いている」という項

目が６０%未満

４：保護者アンケートによる
「教育活動の様子を分かり
やすく伝えている」という項

目が８０%以上

３；保護者アンケートによる
「教育活動の様子を分かり
やすく伝えている」という項

目が７５％以上

２：保護者アンケートによる
「教育活動の様子を分かり
やすく伝えている」という項

目が６０％以上

１：保護者アンケートによる
「教育活動の様子を分かり
やすく伝えている」という項

目が６０％未満

目標に対する成果指標

２：

４：

3

11

1

8

Ｂ

３：

２：

４：

４：

３：

２：

２：

１：

B

〇早寝早起きカードを使い毎学期指導して
いる。調査前に、動画等を用い食育等指導
も行っている。

〇中休みや昼休みで合計４５分の時間をと
り、外遊びをする児童が増えている。また、
高学年については放課後遊びの時間を設
け、校庭を開放することにより、運動時間
の確保に繋がっている。

〇体育朝会をはじめ、６月には体力向上週
間として「道リンピック」の取り組みを行っ
た。また、１２月には「RUNRUNタイム」の時
間を設け、持久力を養い、体力の向上を
図った。

４：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が８０%以上

３；保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が７５％以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が６０％以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が６０％未満

4:保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が８０%以上

３；保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が７５％以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が６０％以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で
過ごしている」という項目

が６０％未満

Ａ

４：保護者アンケートによる
「お子さんにとって分かり
やすい授業をしている」と

いう項目が８０％以上

３：保護者アンケートによる
「お子さんにとって分かり
やすい授業をしている」と

いう項目が７５%以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんにとって分かり
やすい授業をしている」と

いう項目が６０%以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんにとって分かり
やすい授業をしている」と

いう項目が６０%未満

4

Ｃ

Ｄ

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：


